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まつり・イベント情報（10 月） 

 

１．小林神社例大祭〔壬生町〕 

小林神社は神仏習合の名残を残す神社です。 

かつてこの地区に上の宮と下の宮があり、明治時代に合祀され、その後薬師堂に祀られるように

なったといわれており、今でも、御祭神は大己貴神
おおなむちのみこと

と少彦名神
すくなひこのみこと

、御本尊が薬師如来で、明治の神

仏分離が完全に行われなかったことがよくわかります。祭礼の時は、神仏習合がはっきりと証明さ

れます。 

お囃子で祭りの雰囲気が盛り上がる頃、儀式が始まります。神官と僧侶双方が出席し、神官の祝

詞に続き、僧侶による読経が行われ、その後、氏子たちは、神式による玉串奉奠と仏式による焼香

を行います。儀式が終了すると、氏子の手で太々神楽が奉納されます。 

○日   時  2022 年 10 月 2 日（日）9:00～（式典） 

○場   所  小林神社（下都賀郡壬生町大字北小林 81 ※北小林公民館隣） 

○交通ガイド  電 車：東武宇都宮線おもちゃのまち駅から 1市 2 町広域連携ゆうがおバス 

獨協医大線で約 3分「獨協医大病院」下車徒歩約 20 分 

         車 ：北関東自動車道壬生 IC から約 5分 

○問い合わせ  刀川宮司宅 TEL 0282-86-2618 

 

２．秋の木のまち鹿沼 木工まつり〔鹿沼市〕 

 木工まつりは、伝統ある優れた銘木工芸品・木製品・家具等の紹介・宣伝を目的に、年 3回展示

即売を行っており、銘木・木製品・家具・桐たんす等の高級品が所狭しと並んだ会場を見て楽しん

でいただき、より安くお買い求めいただける絶好の機会となっています。 

○期   間  2022 年 10 月 7 日（金）～11 日（火） 

○場   所  鹿沼市花木センター（鹿沼市茂呂 2086-1）※屋外 

○出 展 品 目  総桐たんす／高級和家具／民芸家具／屋久杉製品／一枚板座卓／鹿沼ほうき／ 

和風手染めのれん／縁台／藍染製品／包丁販売・研ぎ直し 

※古い『桐たんす』の再生予約も承ります。 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線鹿沼駅・東武日光線新鹿沼駅からタクシーで約 10 分 

JR 日光線鹿沼駅からリーバス「運転免許センター線」で約 14 分または 

東武日光線新鹿沼駅からリーバス「運転免許センター線」で約 23 分 

「花木センター」下車 

※バスの本数は少ないので、ご確認の上、ご利用ください 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 10 分 

○駐 車 場  無料 1,000 台 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（まちの駅 新・鹿沼宿内） 

TEL 0289-60-2507 FAX 0289-60-1507 

 

３．自転車で巡る鹿沼市再発見ツアー〔鹿沼市〕 

 鹿沼の隠れたスポットを巡るツアー。今回はフルーツロードといわれる菊沢地区で梨狩りや例幣

使街道の杉並木をサイクリング。文化伝統の街かぬまを知るスポットを巡ります。昼食には街道に

店を構えるこだわり製法のそば店で鹿沼の蕎麦をお試しください。 

○日   時  2022 年 10 月 22 日（土）※雨天時は 29 日（土）に延期 

        9:10 集合、16:15 解散 

○集 合 場 所  鹿沼市菊沢コミュニティセンター（鹿沼市御成橋 2-2197-1）※屋外 
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○参 加 費  5,000 円 ※当日集金 

○募 集 定 員  15 名（最小 3 名での催行） 

○申 込 締 切  2022 年 10 月 18 日（火）17:00 まで 

○注 意 事 項  自転車はご自身でご用意ください。（有料貸出可） 

○交通ガイド  東北自動車道鹿沼 IC から車で約 20 分 

○備   考  全行程 17.5 ㎞  初心者 OK！ 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（屋台のまち中央公園内） 

TEL 0289-60-6070 FAX 0289-62-5666 E-mail main@kanuma-kanko.jp 

 

４．御食堂
おしょくどう

室内特別公開〔日光市〕 

天皇・皇后が普段の日常生活において食事をされた「御食堂」を特別公開します。 

両陛下がお食事をしながら楽しんだ景色をご堪能ください。 

縁側に立ちますと庭園を広く一望でき、例年 10 月下旬頃から色づく庭園の木々の紅葉をお楽し

みいただけます。写真撮影も可能です。 

○期   間  2022 年 10 月 15 日（土）～11 月 14 日（月）※期間中は無休 

        10 月…9:00～17:00（受付 16:00 まで） 

11 月…9:00～16:30（受付 15:45 まで） 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園（日光市本町 8-27） 

○料   金  入園料：大人 600 円、小・中学生 300 円 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「日光田母沢御用邸記念公園」 

下車徒歩約 1 分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約 5分 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園 TEL 0288-53-6767 

 

５．秘滝
ひ た き

トレッキング〔日光市〕 

西ノ湖の奥の奥、慣れている人でも 2時間以上かかる最奥にそびえるのが「赤岩滝」。落差は 100

ｍ超と華厳滝をしのぎ、奥日光最大という人もいる滝を目指します。途中、自然解説や沢での生き

もの探しなどをしながら、奥日光の自然を満喫していただきます。 

林道や川原など長い距離を歩くので、しっかり歩きたい方にお勧めです。 

○日   時  2022 年 10 月 21 日（金）8:10～16:20 

○集 合 場 所  赤沼自然情報センター（日光市中宮祠） 

○参 加 費  一律 6,000 円 ※別途、低公害バス運賃あり（大人 500 円、小人 250 円） 

○参 加 条 件  12 歳以上 70 歳までの 7時間程度の登山道を歩ける方 

※未成年の方のご参加には保護者の同伴が必要です。 

○申 込 方 法  予約サイトのアクティビティジャパンにて事前申込（先着順） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線日光駅から東武バス湯元温泉行で約 70 分 

「赤沼」下車徒歩約 3分 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 40 分 

○問い合わせ  日光自然博物館 TEL 0288-55-0880 

 

６．西ノ湖・千手ヶ浜ハイキング〔日光市〕 

夏は木陰が涼しく、秋には鮮やかに色づく西ノ湖と千手ヶ浜をつなぐ千手の森。全長約 4.5km の

コースはほぼ平坦で、森林の澄んだ空気をたっぷり体感したり、自然観察をしてみたり、絶景を撮

影したり、自然遊びをしてみたりと、2時間以上かけて歩きます。 
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ツアーの序盤では、四季を通じて水量が大きく変化する不思議な湖・西ノ湖へ立ち寄ります。 

※雨天でも基本的に決行しますが、荒天時には中止とする場合があります。 

○日   時  2022 年 10 月 27 日（木）8:45～12:30 

○集 合 場 所  赤沼自然情報センター（日光市中宮祠） 

○参 加 費  一律 3,000 円 ※別途、低公害バス運賃あり（大人 500 円、小人 250 円） 

○定   員  10 名程度 

○申 込 方 法  予約サイトのアクティビティジャパンにて事前申込（先着順） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線日光駅から東武バス湯元温泉行で約 70 分 

「赤沼」下車徒歩約 3分 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 40 分 

○問い合わせ  日光自然博物館 TEL 0288-55-0880 

 

７．くろばねフェスタ「One Plate」〔大田原市〕 

 親子で楽しめる模擬店の出店、生演奏会を開催します。 

 ※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止となる場合がございます。 

○日   時  2022 年 10 月 30 日（日）9:00～16:00 

○場   所  黒羽田町公園（たまち蔵屋敷含む）（大田原市黒羽田町 636-1） 

大田原市黒羽支所駐車場（大田原市黒羽田町 848） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線那須塩原駅から大田原市営バス雲巌寺線で約 25 分 

            「黒羽支所」下車 

         車 ：東北自動車道西那須野塩原 IC から約 30 分 

○問い合わせ  黒羽商工会 TEL 0287-54-0568 
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まつり・イベント情報（11 月） 

 

１．ライトアップ日光 2022〔日光市〕※詳細未定 

 幻想的にライトアップされた世界遺産「日光の社寺」の紅葉をお楽しみいただけます。 

日中とはまた違った情緒たっぷりの散策は秋の夜長におすすめです。ライトアップの他、二荒山

神社境内にて野外イベントやフードコートも開催します。 

○期   間  2022 年 11 月 3 日（木・祝）～5日（土）18:00～21:00 

○場   所  二社一寺境内（日光東照宮・日光二荒山神社・日光山輪王寺） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行、清滝行で約 7 分「神橋」下車徒歩約 8分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光商工会議所（平日） TEL 0288-50-1171 

        日光市観光協会（休日） TEL 0288-22-1525 

 

２．奥日光ナイトサファリ〔日光市〕 

夜間臨時便の低公害バスに乗ってナイトバスツアーへ繰り出します。車中からガイドの解説を聞

きながら、奥日光に生息する夜行性の動物達の観察をします。奥日光は関東屈指の星空観賞スポッ

ト。街灯が一切ない千手ヶ浜では、晴天時には降ってきそうな満天の星がきらめきます。千手ヶ浜

で下車したら懐中電灯を片手に、時には電灯をすべて消して夜の世界を味わいます。 

○日   時  2022 年 11 月 5 日（土）、12 日（土）、19 日（土）16:30～18:50 

○集 合 場 所  赤沼自然情報センター（日光市中宮祠） 

○コ ー ス  赤沼～千手ヶ浜 

○参 加 費  一律 3,000 円 ※別途、低公害バス運賃あり（大人 500 円、小人 250 円） 

○定   員  各回 30 名 

○申 込 方 法  予約サイトのアクティビティジャパンにて事前申込（先着順） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線日光駅から東武バス湯元温泉行で約 70 分 

「赤沼」下車徒歩約 3分 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 40 分 

○問い合わせ  日光自然博物館 TEL 0288-55-0880 

 

３．第 39 回収穫祭（ココ・ファーム・ワイナリー）〔足利市〕 

 晩秋の週末、葡萄畑で出来立てのワインを楽しむ収穫祭は、毎年沢山の人で賑わいます。スペシ

ャルゲストを招いての演奏会も開かれ、2 日間にわたりたくさんのお客様が秋の日差しの下、ワイ

ンを手に思い思いの楽しいひと時を過ごされます。 

 昨年は新型コロナウイルス感染リスク抑制のためオンライン開催となりましたが、今年は予約制

で現地での開催が決定いたしました。ご予約は 9月 1 日より公式オンラインショップやワイナリー

のショップなどで行うことができます。 

○期   間  2022 年 11 月 19 日（土）～20 日（日）10:00～15:00（開場 8:30）※雨天決行 

○予 約 期 間  2022 年 9 月 1 日（木）～11 月 9 日（水） 

        ※申し込み多数の場合は予約の締め切りもございます。 

○場   所  ココ・ファーム・ワイナリー こころみ学園の葡萄畑（足利市田島町） 

○交通ガイド  電 車：臨時シャトルバスが運行します。 

            ■駅 → 収穫祭会場（行き） 

・東武伊勢崎線足利市駅発 
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運行時間 9:00～13:00（随時運行） 

集合場所 東武伊勢崎線足利市駅南口ロータリー 

・JR 両毛線足利駅発 

運行時間 9:00～13:00（随時運行） 

集合場所 JR 両毛線足利駅北口展示電気機関車付近 

・史跡足利学校付近発 

運行時間 9:00、10:00、11:00、12:00 

集合場所 太平記館西の歩道橋の下 

■収穫祭会場 → 東武足利市駅・JR 足利駅（帰り） 

収穫祭会場 ⇒ 足利学校付近 ⇒ JR 足利駅 ⇒ 東武足利市駅 

運行時間 11:00～16:30（随時運行） 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 15 分で足利市内の各観光駐車場へ駐車 

            （会場付近に駐車場無し） 

            駐車後は、上記の臨時シャトルバスをご利用ください。 

○問い合わせ  ココ・ファーム・ワイナリー TEL 0284-42-1194 

 

４．神迎祭（おかえり）【足利市民俗文化財指定】〔足利市〕※詳細未定 

 旧暦 10 月（神無月）は国内の神々が出雲大社に集まり、旧暦 11 月 1日にそれぞれ国元へお帰り

になります。板倉神社の神様は、出雲大社とは親戚のため、残務整理で一足遅れて、旧暦 11 月初

午の夜に帰ってくるといわれ、「神迎祭（おかえり）」が行なわれます。 

夜になると氏子たちは神社に集合してお祓いを受けてから、村のはずれにある大前坂まで神様をお

迎えに行きます。「ダイショ、ダイショ、オムカイショ」と唱えながら賑やかに迎えに行きますが、

神社に戻るときは一言もしゃべらず帰るのが特徴です。 

また、板倉神社の神様は非常に醜い顔をしているので人間に見られることを嫌い、「この時に顔を

見た者は 3年以内に死ぬ」との言い伝えがあり、必ず夜に行われます。 

○期   日  2022 年 11 月 25 日（金）＜毎年旧暦 11 月初午の日に開催＞ 

○場   所  板倉神社（足利市板倉町 436） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線小俣駅から車で約 5分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 15 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 20 分 

東北自動車道佐野藤岡 IC から約 50 分 

○問い合わせ  板倉神社氏子総代 中島様 TEL 0284-63-1785 

        ※不在の時は留守電に問い合わせ内容を記録してください。 

 

５．屋台のまち中央公園もみじまつり（掬翠園
きくすいえん

もみじのライトアップ）〔鹿沼市〕※予定 

 屋台のまち中央公園にある掬翠園では秋にモミジが順に色づき、初秋の頃には三色、徐々に二色

の彩へと変化します。期間中では園内のライトアップが行われ夜間の鑑賞や撮影も人気です。 

○期   間  2022 年 11 月 26 日（土）～12 月 4 日（日） 

○場   所  屋台のまち中央公園（鹿沼市銀座 1-1870-1）※屋外 

○備   考  期間中にイベントも行ないます。詳細についてはお問合せください。 

※紅葉の色づき具合により、期間が変更となることもあります。 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分 

JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 20 分 

            東武日光線新鹿沼駅からリーバスで約 10 分または 

JR 日光線鹿沼駅からリーバスで約 5 分「久保町」下車徒歩約 1分 
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         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 30 台 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（屋台のまち中央公園内） 

TEL 0289-60-6070 FAX 0289-62-5666 
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まつり・イベント情報（12 月） 

 

１．川治温泉仕掛け花火ショー「流彩花
りゅうさいか

」〔日光市〕 

 川治温泉の地形を活かしたオリジナル仕掛け花火ショーを実施いたします。水中花火やナイアガ

ラ等、バリエーション豊かな花火がお楽しみいただけます。 

○日   時  2022 年 12 月 3 日（土）、10 日（土）、17 日（土）、24 日（土）20:00～8 分間 

○場   所  川治温泉街（日光市川治温泉川治） 

○交通ガイド  電 車：野岩鉄道会津鬼怒川線川治湯元駅下車 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約 40 分 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 

 

２．新庁舎開庁記念 第 11 回壬生町ゆうがおマラソン大会〔壬生町〕 

シドニー五輪女子マラソン金メダリストの高橋尚子さんをゲストに迎えて行われるマラソン大

会です。 

○期   日  2022 年 12 月 4 日（日） 

○場   所  壬生町総合公園陸上競技場ほか周辺（下都賀郡壬生町国谷 2300 ほか） 

○交通ガイド  電 車：東武宇都宮線おもちゃのまち駅から徒歩約 20 分  

         車 ：北関東自動車道壬生 IC から約 3分 

○問い合わせ  壬生町ゆうがおマラソン大会実行委員会事務局 TEL 0282-82-2345 

 

３．金山神社大祭（吹子
ふ い ご

祭）〔足利市〕※詳細未定 

 昔ながらの鍛冶技法の伝統を後世に伝える貴重な儀式「吹子祭」が、足利市福富新町の鉄工団地

内の一角にある金山神社で厳かに行われます。この神社の祭神は、鉱山・金属業を司る神様である

金 山 彦 命
かなやまひこのみこと

であり、本宮は岐阜県垂井町にある南宮大社です。大正 13 年に当時の関係者が、その

ご分体を足利市伊勢町の飯成神社境内に祀りましたが、その後、昭和 49 年に現在地に遷宮しまし

た。 

毎年 12 月、年 1回の大祭では、鍛冶職にとってもっとも大切な 鞴
ふいご

に感謝し、鉄工の神様に鉄工関

係者の安全と繁栄を祈願します。足利鉄工協同組合・鉄工団地協同組合員から選ばれた 5人の鍛冶

鍛錬者達（奉行：見分役。横座：親方[小槌をもち、指図する役]、先手２名：大槌により材料から

形を作る役、鞴：炉の管理役）が烏帽子
え ぼ し

、直垂
ひたたれ

白装束をまとい、力を合わせてひとつの新しい鉄の

輪を鍛え作ります。会場には「トンテンカン、トンテンカン」と金床に金槌を打ちつける音が響き

わたります。20 分ほどで鉄の輪が完成し、代々続く鉄の輪につなぎ、新たな鎖として神社に奉納し

ます。 

○日   時  2022 年 12 月 8 日（木）※予定 

        ■大祭挙行（式典・奉納）10:00～ 

○場   所  金山神社（足利市福富新町 726 足利鉄工団地敷地内） 

○交通ガイド  電 車：東武伊勢崎線足利市駅から車で約 10 分 

JR 両毛線足利駅から車で約 15 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 20 分 

東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○駐 車 場  無料（8～10 台） 

○問い合わせ  足利鉄工業協同組合事務局（足利商工会議所北事務所内 2 階） 

TEL 0284-42-7545 
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４．神橋煤
すす

払祭〔日光市〕※例年通りの予定 

狩衣
かりぎぬ

、烏帽子
え ぼ し

姿の神職や巫女たちが長さ 4 メートル程の竹笹を使い、欄干などにたまった 1年分

の埃を落とし、新年に備える神事です。 

○日   時  2022 年 12 月 12 日（月）9:00～ 

○場   所  神橋（日光市上鉢石町） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車 

※世界遺産めぐりバスは日によって迂回運行あり 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光二荒山神社 TEL 0288-54-0535 

 

５．煤
すす

払い供養〔日光市〕※例年通りの予定 

身を淨
きよ

めた僧および職員（約 100 名）により輪王寺全区域（約 10 箇所）で一斉に大掃除が行わ

れます。本堂に於いては、役僧が高さ約 7.5ｍの御本尊のお身ぬぐいを、また職員と関係者が堂内

の清掃を行うなど、一年間の煤を払う大切な行事です。 

○日   時  2022 年 12 月 14 日（水）8:20～ 

○場   所  日光山輪王寺本堂（三仏堂）（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「神橋」下車徒歩約 5 分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

６．三階御展望室特別公開〔日光市〕 

平成 15（2003）年 12 月に当御用邸が国の重要文化財に指定されたことを記念し、翌年から毎年

この時期に期間限定で、通常非公開の「三階御展望室」を特別公開します。 

この「三階御展望室」は、紀州徳川家江戸中屋敷であった赤坂離宮の一部分を移築したもので、

数寄屋風の意匠が特徴です。庭園が一望できるほか、７千平方メートルに及ぶ一、二階の見事な屋

根の連なりも間近にご覧になれます。 

○期   間  2022 年 12 月 15 日（木）～2023 年 1 月 30 日（月） 

9:00～16:30（受付は 15:45 まで） 

※休園日：火曜日、年末年始（12 月 29 日～1月 1日） 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園 御展望室（日光市本町 8-27） 

○入 園 料  大人 600 円、小・中学生 300 円 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「日光田母沢御用邸記念公園」 

下車徒歩約 1 分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約 5分 

○備   考  火曜日休園、年末年始休園（12 月 29 日～1月 1日） 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園 TEL 0288-53-6767 

 

７. 日光の風景（四季）の写真展〔日光市〕 

明治・大正期の日光の古写真展を開催します。展示写真の中には当御用邸の造営当時の写 
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真なども含まれています。是非この機会にご堪能ください。 

○期   間  2022 年 12 月 15 日（木）～2023 年 1 月 30 日（月） 

9:00～16:30（受付は 15:45 まで） 

※休園日：火曜日、年末年始（12 月 29 日～1月 1日） 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園（日光市本町 8-27） 

○入 園 料  大人 600 円、小・中学生 300 円 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「日光田母沢御用邸記念公園」 

下車徒歩約 1 分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約 5分 

○備   考  火曜日休園、年末年始休園（12 月 29 日～1月 1日） 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園 TEL 0288-53-6767 

 

８．ゆず湯風呂キャンペーン〔日光市〕 

師走、年末年始に向けて何かと忙しい時期ですが、12 月は”冬至”の時節でもあります。冬至の

日には、お風呂に「ゆず」を入れて入ると風邪をひかない・・・という日本古来からの風習があり、

その冬至にちなみ鬼怒川・川治温泉の宿泊施設・日帰り入浴施設で「ゆず風呂」をお楽しみいただ

けます。 

○期   間  2022 年 12 月 17 日（土）～18 日（日） 

○場   所  鬼怒川温泉街（日光市鬼怒川温泉大原）・川治温泉街（日光市川治温泉川治） 

○交通ガイド  【鬼怒川温泉街】 

電 車：東武鬼怒川線鬼怒川温泉駅または鬼怒川公園駅下車 

車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約 30 分 

        【川治温泉街】 

電 車：野岩鉄道会津鬼怒川線川治湯元駅下車 

車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約 40 分 

○備   考  すべての施設が対象ではありません。参加宿泊施設によっては、対象をご宿泊者

のみとさせていただく場合があります。 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 

 

９．御煤払祭
おすすはらいさい

〔日光市〕※例年通りの予定 

国宝の本殿等を約半日かけて総勢 100 人で払い清めます。陽明門では、神職や巫女らが長さ 4メ

ートルの笹箒やはたきを使用して丁寧に彫刻を傷つけないように作業します。この煤払いが終わる

と新年を迎える準備が整います。 

○日   時  2022 年 12 月 20 日（火）9:00～ 

○場   所  日光東照宮（日光市山内 2301） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 8分 

※世界遺産めぐりバスは日によって迂回運行あり 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光東照宮 TEL 0288-54-0560 
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10．御供加持
ご く う か じ

・もちつき〔日光市〕※例年通りの予定 

「もち」は仏神に対する最高の供えもので、山伏の大切な携帯食品でもあります。餅つきは「餅

練り」といい、往古より峰修行の行者（山伏）によっておこなわれる伝統行事が本堂広前の結界内

で行われます。 

○日   時  2022 年 12 月 21 日（水）8:20～ 

○場   所  日光山輪王寺本堂（三仏堂）境内（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 5分 

※世界遺産めぐりバスは日によって迂回運行あり 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

11．除夜祭（日光東照宮）〔日光市〕※詳細未定 

一年間の神のご加護に感謝する儀式が行われます。例年であれば、元旦 0時から 3時頃まで陽明

門のライトアップも行われます。 

※令和 3（2021)年はライトアップ中止 

○日   時  2022 年 12 月 31 日（土）16:30～ 

○場   所  日光東照宮（日光市山内 2301） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 8分 

※世界遺産めぐりバスは日によって迂回運行あり 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光東照宮 TEL 0288-54-0560 

 

12．除夜祭（日光二荒山神社）〔日光市〕※例年通りの予定 

一年間の神のご加護に感謝する儀式が行われます。また、午前 0 時より本殿にて初太鼓が鳴り、

かがり火が焚かれます。 

○日   時  2022 年 12 月 31 日（土）17:00～ 

○場   所  日光二荒山神社（日光市山内 2307） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「西参道入口」下車徒歩約 8 分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光二荒山神社 TEL 0288-54-0535 

 

13．除夜大護摩供
じ ょ や だ い ご ま く

〔日光市〕※詳細未定 

大晦日、世界遺産でもある大護摩堂内で、昨年同様、日光の山伏が大護摩を焚き上げます。高く

立ち上る護摩の炎に祈りを込めて一年間の災厄を焼き払い開運を願います。 

○日   時  2022 年 12 月 31 日（土）24:00～ 

○場   所  日光山輪王寺（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 
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中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「神橋」下車徒歩約 5 分 

車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

14．除夜の鐘〔日光市〕※例年通りの予定 

大晦日の夜半、午前 0時の時報に合わせ「百八煩悩が清められ、今年一年幸福な一年になります

ように」と祈りつつ 108 回鐘をつきます。除夜の鐘を合図に全山僧侶が大本堂で祈り、密教修験や

読経の声が約 1時間響きます。この新年祈祷は、年初めの最も厳かな儀式です。 

○日   時  2022 年 12 月 31 日（土）24:00～（約 1時間） 

○場   所  日光山輪王寺境内・鐘楼（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「神橋」下車徒歩約 5 分 

車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

15．悪口
あくたい

祭り〔足利市〕 

 京都の鞍馬山
くらまやま

、奈良の信貴山
し ぎ さ ん

と並ぶ日本三大毘沙門天のひとつ、大岩山毘沙門天では、大晦日か

ら元旦未明にかけて恒例の「悪口祭り」が開催されます。この祭りは、一年間に積もった鬱憤を発

散し、清々しい気分で新年を迎えられるよう江戸時代末期（慶応年間）に始まったもので、日本奇

祭の一つとして知られています。祭りが始まったとされる江戸末期当時は、疫病で亡くなる人が多

く、厄病退散を願って行われたとの言い伝えもあります。（大岩毘沙門天公式ホームページをご参

照ください。） 

大晦日の晩から元旦の未明にかけて、修験者の法螺貝の音に先導され、星空を仰ぎ、「バカやろ

う」などと大声を掛け合いながら山頂の大岩山毘沙門天本堂を目指します。ただし、悪口に「ぼう」

のつく言葉（例：びんぼう・どろぼう等）は禁句となっています。 

この祭りでは、信徒が悪口を言いながら山道を登って行く際、暗い山道を提灯で照らして行列を

作っていたことから、提灯行列とも呼ばれています。 

また、当日は大きな声を競う「悪口大声コンクール（参加無料）」も開催されます。 

○日   時  2022 年 12 月 31 日（土） ＜毎年同日開催＞ 

        ■悪口大声コンクール（旧サンフィールド駐車場にて） 

 受付 22:00～ 開始 22:30～ 

■提灯行列 23:00～ 

○場   所  大岩山毘沙門天（大岩山多聞院最勝寺）（足利市大岩町 570） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線山前駅から車で約 15 分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 20 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 30 分 

北関東自動車道太田・桐生 IC から約 40 分 

○備   考  新型コロナウイルス感染症の状況により、フェイスシールド着用等の対策を講じ

ながら開催致します。 

○問い合わせ  大岩山毘沙門天（大岩山多聞院最勝寺） TEL 0284-21-8885 
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期日 名称 市町名 場所 問い合わせ TEL

10月上旬 中止
コスモス祭り
※祭りは中止ですが、観覧できる予
定です。

益 子 町 益子町生田目地区
ましこ花のまちづくり実行委員会
（益子町中央公民館内）

0285-72-3101

10月1日（土）
～2日（日）

中止 口粟野神社秋季例大祭 鹿 沼 市
口粟野神社周辺
（口粟野市街地）
（鹿沼市口粟野1737）

（一社）鹿沼市観光協会
（まちの駅 新・鹿沼宿内）

0289-60-2507

10月8日（土）
～9日（日）

中止 鹿沼秋まつり 鹿 沼 市
今宮神社ほか
（鹿沼市今宮町1692）

（一社）鹿沼市観光協会
（まちの駅 新・鹿沼宿内）

0289-60-2507

10月中旬 中止 今市屋台まつり 日 光 市 JR日光線今市駅前通り
日光市今市納涼祭実行委員会
事務局（日光商工会議所）

0288-30-1171

10月下旬 中止 那須野巻狩まつり 那 須塩 原市

・JR那須塩原駅西口駅前広場
　（那須塩原市大原間）
・那珂川河畔運動公園
　（那須塩原市黒磯川原地内）

那須塩原市商工観光課 0287-62-7154

11月 中止 足利市の文化財一斉公開2022 足 利 市 市内全域 足利市教育委員会文化課 0284-20-2230

11月中旬 中止 ふる里あわの秋まつり 鹿 沼 市
粟野コミュニティセンター
（鹿沼市口粟野1780）

ふるさとあわのづくり協議会
（粟野商工会内）

0289-85-2281

※内容の詳細は、各問い合わせ先にお問い合わせください。

まつり・イベント　中止情報
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名称 市町名 場所 問い合わせ TEL

中禅寺湖スワンボートレース
※開催予定

日 光 市
中禅寺湖サンセットピア西桟橋
（日光市中宮祠）

日光二荒山神社中宮祠 0288-55-0017

月あかり花回廊第13章
※詳細未定

日 光 市
鬼怒川公園
（日光市藤原）

（一社）日光市観光協会 0288-22-1525

ラーニングバケーション
『あいがもと　そだてる　おこめ。』

益 子 町
おにぎりたんぼ
（道の駅ましこ芝生広場北側田ん
ぼ（芳賀郡益子町長堤2271）

ののくらぶ
nounote@neharu.net

（E-mail）

千灯供養祭 日 光 市
追分地蔵尊
（日光市今市117）

・追分地蔵尊
・（一社）日光市観光協会

・0288-22-4804
・0288-22-1525

ラーニングバケーション
『受け継ごう「益子の手仕事」2022』

益 子 町
益子ふるさとの家
（芳賀郡益子町七井343）

・達人の会事務局
・益子町観光商工課タウンプロ
モーション係

・090-6032-0131
・0285-72-8846

小田代原『草紅葉』ガイドウォーク 日 光 市
赤沼自然情報センター
（日光市中宮祠）

日光自然博物館 0288-55-0880

上石上温泉神社例大祭（城鍬舞） 大 田 原 市
上石上温泉神社
（大田原市上石上1555-2）

・大田原市商工観光課
・大田原市文化振興課

・0287-23-3145
・0287-23-3135

鹿沼園芸フェア 鹿 沼 市
鹿沼市花木センター
（鹿沼市茂呂2086-1）

鹿沼市花木センター 0289-76-2310

ライトアップ奥日光
実施予定、詳細未定

日 光 市

1.中禅寺湖畔
2.華厳滝
3.日光山中禅寺
4.二荒山神社中宮祠
5.イタリア・英国大使館別荘記
念公園

（一社）日光市観光協会 0288-22-1525

マス釣り大会
※規模未定

鹿 沼 市

粕尾川
（上粕尾郵便局付近約1km
間）
（鹿沼市上粕尾251-2）

粕尾漁業協同組合

・0289-83-0543
（組合長方）

・0289-83-0560
（専務理事方）

足利織姫神社秋季例大祭 足 利 市
足利織姫神社
（足利市西宮町3889）

足利織姫神社奉賛会事務局
（足利織物会館内）

0284-22-0313

鑁阿寺秋祭 足 利 市
鑁阿寺
（足利市家富町2220）

鑁阿寺 0284-41-2627

第44回　JA足利まつり 足 利 市
JA足利本所
（足利市弥生町20）

JA足利本所 0284-41-7151

第45回足利尊氏公マラソン大会 足 利 市
足利ガスグラウンド
（足利市総合運動場　陸上競技場）
（足利市田所町1123）

足利尊氏公マラソン大会実行委員会
（足利市教育委員会　市民スポーツ課内）

0284-20-2232

太平山もみじまつり 栃 木 市
太平山
（栃木市平井町周辺）

・栃木市観光振興課
・（一社）栃木市観光協会

・0282-21-2374
・0282-25-2356

出流新そばまつり 栃 木 市
出流観光会加盟各店
（栃木市出流町）

（一社）栃木市観光協会 0282-25-2356

とちぎ秋まつり 栃 木 市 蔵の街大通りとその周辺
・栃木商工会議所
・栃木市観光振興課

・0282-23-3131
・0282-21-2374

第44回足利繊維まつり 足 利 市
足利織物会館2階伝承館
（足利市通3丁目2589）

足利繊維まつり実行委員会
（足利織物会館）

0284-21-1511

報徳二宮神社例大祭 日 光 市
報徳二宮神社
（日光市今市743）

報徳二宮神社 0288-21-0138

恵比寿講 足 利 市
西宮神社
（足利市西宮町2931）

西宮神社 0284-21-6790

釋奠【市指定民俗文化財】 足 利 市
史跡足利学校　孔子廟
（足利市昌平町2338）

史跡足利学校事務所 0284-41-2655

子供強飯式
※詳細未定

日 光 市
生岡神社
（日光市七里186-2）

（一社）日光市観光協会 0288-22-1525

10月22日（土）～11月6日（日）
9:00～16:30

次のまつり・イベントは、10月号に掲載しておりませんので、９月号をご覧ください。

期日

9月5日（月）
■水神祭（神事）9:00～
■受付9:00～
■開始10:00～

9月23日（金・祝）～10月10日（月・祝）
18:30～21:00

9月24日（土）10:00～13:00

9月24日（土）～25日（日）
■9月24日（土）
　11:00～　　 如来寺住職による読経
　18:30頃～　明かり入れ
　20:00頃　　片付け
■9月25日（日）
　8:00～20:00　参詣可

9月25日（日）
10:00～14:30

10月2日（日）、8日（土）
■午前の部　9:00～10:50
■午後の部　13:30～15:20

10月9日（日）10:00～

11月25日（金）
10:00～12:00

10月29日（土）～2023年3月31日（金）

10月30日（日）
9:00～

11月3日（木・祝）

11月3日（木・祝）～4日（金）
■大護摩　10:30、正午、13:30、15:00

11月5日（土）～6日（日）
9:00～15:30

11月中旬（未定）

11月中旬～下旬（未定）

11月11日（金）～13日（日）

11月12日（土）
10:00～16:00

11月17日（木）
11:00～15:00

11月19日（土）～20日（日）

11月23日（水・祝）
10:00～

11月6日（日）
■開会式8:00～
申込期間：7月20日（水）～9月2日（金）
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芦

渓
谷

へ
、

最
後

に
市

街
地

の
掬

翠
園

へ
と

続
き

ま
す

。

※
色

づ
き

状
況

は
鹿

沼
観

光
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
「
鹿

沼
日

和
」
で

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

足
利

市
観

光
ま

ち
づ

く
り

課
観

光
・
ロ

ケ
ツ

ー
リ

ズ
ム

担
当

T
E
L
　

0
2
8
4
-
2
0
-
2
1
6
5

（
一

社
）
足

利
市

観
光

協
会

T
E
L
　

0
2
8
4
-
4
3
-
3
0
0
0

【
電

車
】

・
J
R

両
毛

線
足

利
駅

か
ら

徒
歩

約
1
0
分

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
徒

歩
約

1
5
分

【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
0
分

い
ち

ょ
う

1
1
月

上
旬

～
下

旬

樹
齢

約
5
5
0
年

と
も

、
約

6
5
0
年

と
も

い
わ

れ
る

鑁
阿

寺
の

大
銀

杏
は

、
栃

木
の

名
木

百
選

に
選

ば
れ

て
い

ま
す

。
高

さ
3
0
m

を
超

え
る

こ
の

大
銀

杏
全

体
が

黄
金

色
に

染
ま

る
そ

の
姿

は
圧

巻
で

す
。

鑁
阿

寺
近

く
の

足
利

学
校

や
善

徳
寺

の
銀

杏
も

見
事

に
色

付
き

、
「
中

世
の

歴
史

薫
る

ま
ち

」
と

言
わ

れ
る

足
利

の
秋

に
彩

り
を

添
え

ま
す

。
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市
町

名
花

見
頃

場
所

（
住

所
）

紹
　

　
介

交
通

ア
ク

セ
ス

問
い

合
わ

せ

各
　

地
　

の
　

花
　

・
　

紅
　

葉
　

情
　

報

足
利

織
姫

神
社

（
足

利
市

西
宮

町
3
8
8
9
）

【
電

車
】

・
J
R

足
利

駅
か

ら
徒

歩
約

2
0
分

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
徒

歩
約

2
5
分

【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
0
分

草
雲

美
術

館
（
足

利
市

緑
町

2
丁

目
3
7
6
8
）

【
電

車
】

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
車

で
約

1
0
分

・
J
R

両
毛

線
足

利
駅

か
ら

車
で

約
1
5
分

【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

2
0
分

行
道

山
浄

因
寺

（
足

利
市

月
谷

町
1
5
7
9
）

【
電

車
】

Ｊ
Ｒ

両
毛

線
足

利
駅

か
ら

生
活

路
線

バ
ス

あ
し

バ
ス

ア
ッ

シ
ー

行
道

線
で

約
2
0
分

ま
た

は
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
生

活
路

線
バ

ス
あ

し
バ

ス
ア

ッ
シ

ー
行

道
線

で
約

3
0
分

「
行

道
山

」
下

車
徒

歩
約

4
0
分

【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
0
分

名
草

巨
石

群
（
足

利
市

名
草

上
町

）

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

2
0
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
4
0
分

益 子 町
コ

ス
モ

ス
1
0
月

上
旬

～
中

旬
益

子
町

生
田

目
地

区

令
和

4
年

度
「
コ

ス
モ

ス
祭

り
」
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
と

な
り

ま
す

が
、

8
月

上
旬

に
播

種
を

行
い

ま
し

た
の

で
ご

覧
い

た
だ

く
こ

と
は

で
き

ま
す

。
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

や
緊

急
事

態
宣

言
の

発
令

な
ど

の
状

況
に

よ
り

、
ご

観
覧

も
中

止
さ

せ
て

い
た

だ
く
こ

と
が

ご
ざ

い
ま

す
。

【
ご

来
場

の
皆

様
へ

お
願

い
】

・
咳

や
発

熱
な

ど
風

邪
症

状
の

あ
る

方
、

過
去

1
4
日

以
内

に
発

熱
や

感
冒

症
状

で
受

診
・
服

薬
等

を
し

た
方

、
過

去
1
4
日

以
内

に
感

染
拡

大
し

て
い

る
国

や
地

域
へ

の
訪

問
歴

の
あ

る
方

は
ご

来
場

を
ご

遠
慮

く
だ

さ
い

。
・
体

温
が

3
7
.5

℃
以

上
の

方
は

ご
来

場
を

ご
遠

慮
く
だ

さ
い

。
（
ご

来
場

前
に

事
前

の
検

温
を

お
願

い
し

ま
す

。
）

・
マ

ス
ク

の
着

用
と

咳
エ

チ
ケ

ッ
ト

、
こ

ま
め

な
手

洗
い

、
手

指
消

毒
の

徹
底

を
お

願
い

し
ま

す
。

・
人

と
人

と
の

間
隔

は
で

き
る

だ
け

1
m

以
上

あ
け

て
、

近
接

し
た

距
離

で
の

会
話

は
お

控
え

く
だ

さ
い

。
・
会

場
内

で
の

飲
食

は
ご

遠
慮

く
だ

さ
い

。
・
写

真
の

撮
影

は
可

能
で

す
が

、
営

利
を

目
的

と
し

た
撮

影
や

ド
ロ

ー
ン

撮
影

は
ご

遠
慮

く
だ

さ
い

。

【
電

車
】

・
真

岡
鐵

道
益

子
駅

か
ら

タ
ク

シ
ー

で
約

5
分

・
J
R

宇
都

宮
駅

か
ら

関
東

バ
ス

益
子

行
で

約
7
0
分

「
益

子
駅

前
」
下

車
タ

ク
シ

ー
で

約
5
分

・
秋

葉
原

駅
か

ら
高

速
バ

ス
関

東
や

き
も

の
ラ

イ
ナ

ー
で

約
2
時

間
3
0

分
「
益

子
駅

」
下

車
タ

ク
シ

ー
で

約
5
分

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

桜
川

筑
西

IC
か

ら
約

1
5
分

・
北

関
東

自
動

車
道

真
岡

IC
か

ら
約

2
0
分

ま
し

こ
花

の
ま

ち
づ

く
り

実
行

委
員

会
事

務
局

（
益

子
町

中
央

公
民

館
内

）
T
E
L
　

 0
2
8
5
-
7
2
-
3
1
0
1

H
P

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.t
o
w

n
.m

as
h
ik

o
/
t

o
c
h
ig

i.j
p/

pa
ge

/
pa

ge
0
0
0
2
2
4
.

h
tm

l

足 利 市

足
利

市
観

光
ま

ち
づ

く
り

課
観

光
・
ロ

ケ
ツ

ー
リ

ズ
ム

担
当

T
E
L
　

0
2
8
4
-
2
0
-
2
1
6
5

（
一

社
）
足

利
市

観
光

協
会

T
E
L
　

0
2
8
4
-
4
3
-
3
0
0
0

も
み

じ
・
紅

葉
全

般
1
1
月

上
旬

～
下

旬
（
気

候
に

よ
り

変
動

あ
り

）

織
姫

公
園

の
も

み
じ

谷
で

は
、

約
1
,0

0
0
本

の
も

み
じ

や
ユ

リ
ノ

キ
が

赤
や

黄
色

の
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
を

描
き

、
そ

の
美

し
さ

は
訪

れ
る

人
を

非
日

常
の

世
界

へ
と

誘
い

ま
す

。
こ

の
時

期
は

市
内

各
観

光
名

所
で

赤
や

黄
色

に
染

ま
る

秋
の

景
色

を
お

楽
し

み
頂

け
ま

す
。
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市
町

施
設

名
内

容
住

所
T
E
L

時
期

備
考

大 田 原 市

宮
崎

り
ん

ご
園

り
ん

ご
大

田
原

市
亀

久
7
0
5

0
2
8
7
-
5
4
-
3
3
6
2

9
月

～
1
1
月

（
1
0
種

）

駐
車

場
　

普
通

車
1
0
台

（
バ

ス
駐

車
可

能
）

※
団

体
で

の
入

場
は

事
前

に
確

認
し

て
く
だ

さ
い

。

中
村

ぶ
ど

う
園

足
利

市
大

沼
田

町
0
2
8
4
-
9
1
-
1
2
3
0

戸
叶

ぶ
ど

う
園

足
利

市
大

沼
田

町
0
2
8
4
-
9
1
-
0
7
2
7

堀
越

ぶ
ど

う
園

足
利

市
大

沼
田

町
0
2
8
4
-
9
1
-
0
4
3
3

久
保

ぶ
ど

う
園

足
利

市
名

草
上

町
0
2
8
4
-
4
1
-
9
0
5
5

尾
花

ぶ
ど

う
園

足
利

市
久

保
田

町
0
2
8
4
-
7
2
-
6
7
9
0

J
A

は
が

野
　

益
子

フ
レ

ッ
シ

ュ
直

売
所

ぶ
ど

う
、

り
ん

ご
芳

賀
郡

益
子

町
塙

5
2
7
-
6

0
2
8
5
-
7
2
-
8
7
6
8

〇
ぶ

ど
う

狩
り

（
1
房

も
ぎ

取
り

）
期

間
：
9
月

上
旬

～
1
0
月

上
旬

料
金

：
7
0
0
円

○
り

ん
ご

狩
り

（
2
個

も
ぎ

取
り

）
期

間
：
9
月

下
旬

～
1
1
月

下
旬

料
金

：
6
5
0
円

団
体

の
み

受
付

広
田

果
樹

園
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
、

り
ん

ご
芳

賀
郡

益
子

町
山

本
6
4

0
2
8
5
-
7
2
-
2
8
3
1

浦
壁

ぶ
ど

う
園

芳
賀

郡
益

子
町

大
沢

3
2
5

0
2
8
5
-
7
2
-
2
5
7
7

谷
口

ぶ
ど

う
園

芳
賀

郡
益

子
町

上
大

羽
1
1
0
8

0
2
8
5
-
7
2
-
3
1
4
9

廣
沢

ぶ
ど

う
園

芳
賀

郡
益

子
町

山
本

4
3
2

0
2
8
5
-
7
2
-
2
8
1
8

岩
崎

り
ん

ご
園

芳
賀

郡
益

子
町

七
井

1
7
7
3

0
2
8
5
-
7
2
-
5
1
3
9

ア
ッ

プ
ル

ラ
ン

ド
島

田
芳

賀
郡

益
子

町
大

沢
6
8
8
-
1

0
2
8
5
-
7
2
-
5
0
5
4

島
田

り
ん

ご
園

芳
賀

郡
益

子
町

大
沢

3
3
6
2
-
1

0
2
8
5
-
7
2
-
4
6
4
2

観
　

　
光

　
　

農
　

　
園

　
　

情
　

　
報

ぶ
ど

う
足 利 市

7
月

中
旬

～
1
0
月

下
旬

ぶ
ど

う
園

や
ぶ

ど
う

の
種

類
に

よ
っ

て
収

穫
期

間
が

異
な

り
ま

す
の

で
、

各
ぶ

ど
う

園
へ

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

ぶ
ど

う

り
ん

ご

益 子 町

○
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
 　

6
月

上
旬

～
9
月

上
旬

○
ぶ

ど
う

　
　

　
　

　
　

8
月

中
旬

～
1
1
月

上
旬

○
り

ん
ご

　
　

　
　

　
　

8
月

下
旬

～
1
2
月

下
旬

※
栽

培
品

種
、

収
穫

時
期

や
直

売
情

報
等

に
つ

い
て

は
、

直
接

栽
培

農
園

へ
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

。

※
天

候
な

ど
の

影
響

に
よ

り
収

穫
時

期
は

、
変

動
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
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市
町

名
館

　
名

催
　

　
し

会
　

期
料

　
金

休
館

日
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

鹿 沼 市

鹿
沼

市
立

川
上

澄
生

美
術

館
（
鹿

沼
市

睦
町

2
8
7
-
1
4
）

川
上

澄
生

の
全

貌
展

(開
館

3
0
周

年
・
川

上
澄

生
没

後
5
0
年

記
念

)
美

術
館

3
0
周

年
・
川

上
澄

生
没

後
5
0
年

を
迎

え
、

特
別

企
画

展
を

開
催

し
ま

す
。

貴
重

な
初

期
作

品
を

は
じ

め
と

し
た

風
景

や
自

画
像

の
版

画
作

品
と

と
も

に
川

上
澄

生
の

足
跡

を
ご

堪
能

く
だ

さ
い

。
［
前

期
 9

/
1
0
～

1
1
/
2
7
］

・
貴

重
な

「
初

期
作

品
」
・
発

想
豊

か
な

「
デ

ザ
イ

ン
」
・
「
風

景
」
作

品
で

た
ど

る
足

跡
・
い

ろ
い

ろ
「
自

画
像

」
・
地

域
に

根
差

し
た

同
人

誌
「
版

画
誌

」
［
後

期
 1

2
/
3
～

3
/
2
6
］

・
船

に
南

蛮
人

!「
南

蛮
人

」
・
ノ

ス
タ

ル
ジ

ッ
ク

な
「
文

明
開

化
」
・
身

近
な

も
の

を
描

い
た

「
静

物
」
・

書
物

愛
が

つ
ま

っ
た

「
版

画
本

」
・
「
ガ

ラ
ス

絵
・
焼

絵
・
水

彩
な

ど
」

【
前

期
】

9
/
1
0
～

1
1
/
2
7

【
後

期
】

1
2
/
3
～

3
/
2
6

9
:0

0
～

1
7
:0

0
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

一
般

3
0
0
円

高
校

・
大

学
生

2
0
0
円

小
・
中

学
生

1
0
0
円

※
屋

台
の

ま
ち

中
央

公
園

内
屋

台
展

示
館

を
ご

覧
に

な
れ

る
お

得
な

共
通

券
も

ご
ざ

い
ま

す
。

月
曜

日
、

祝
日

の
翌

日
、

年
末

年
始

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

約
2
0
分

※
駐

車
場

無
料

【
T
E
L
】

0
2
8
9
-
6
2
-
8
2
7
2

【
F
A

X
】

0
2
8
9
-
6
2
-
8
2
2
7

【
H

P
】

h
tt

p
s:

/
/
ka

w
ak

am
is

u
m

io
-
b
iju

ts
u
ka

n
jp

/

－
閃

光
－

 池
田

 巌
池

田
巌

は
竹

芸
家

二
代

池
田

瓢
阿

の
長

男
と

し
て

生
ま

れ
、

東
京

芸
術

大
学

工
芸

科
で

松
田

権
六

、
赤

地
友

哉
に

髹
漆

（
き

ゅ
う

し
つ

）
を

学
び

、
中

村
兼

一
郎

、
長

谷
川

祐
次

か
ら

は
蒔

絵
を

習
得

し
ま

し
た

。
旧

来
の

古
典

的
な

竹
工

芸
の

世
界

に
真

っ
向

か
ら

対
峙

す
る

よ
う

な
、

前
例

の
な

い
漆

や
蒔

絵
を

施
し

た
竹

の
オ

ブ
ジ

ェ
作

品
、

茶
道

具
な

ど
を

制
作

し
ま

し
た

。
本

展
で

は
約

4
0
点

の
池

田
作

品
を

紹
介

し
ま

す
。

1
0
月

2
日

（
日

）
～

1
2
月

1
1
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で
9
:3

0
～

1
6
:0

0
（
1
1
月

～
1
月

）
※

入
館

は
1
5
:3

0
ま

で

小
企

画
：
竹

 モ
ダ

ー
ン

場
所

：
2
階

展
示

室
竹

工
芸

と
い

う
言

葉
は

竹
籠

の
よ

う
な

古
典

的
な

造
形

を
想

起
さ

せ
ま

す
が

、
竹

工
芸

に
は

現
代

風
の

洒
落

た
造

形
作

品
も

あ
り

ま
す

。
本

展
示

で
は

普
段

あ
ま

り
見

ら
れ

な
い

モ
ダ

ー
ン

な
竹

工
芸

の
世

界
を

紹
介

し
ま

す
。

1
0
月

2
日

（
日

）
～

1
2
月

1
1
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で
9
:3

0
～

1
6
:0

0
（
1
1
月

～
1
月

）
※

入
館

は
1
5
:3

0
ま

で

日
本

拓
版

画
会

展
2
0
2
2

場
所

：
笹

島
喜

平
館

日
本

拓
版

画
会

の
メ

ン
バ

ー
に

よ
る

拓
刷

木
版

画
の

展
覧

会
で

す
。

1
0
月

1
2
日

（
水

）
～

1
1
月

1
3
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で
9
:3

0
～

1
6
:0

0
（
1
1
月

～
1
月

）
※

入
館

は
1
5
:3

0
ま

で

益 子 町

益
子

陶
芸

美
術

館
／

陶
芸

メ
ッ

セ
・
益

子
（
芳

賀
郡

益
子

町
益

子
3
0
2
1
）

一
般

6
0
0
円

（
5
5
0
円

）
小

学
生

・
中

学
生

3
0
0
円

（
2
5
0
円

）
6
5
歳

以
上

は
個

人
・
団

体
と

も
に

3
0
0
円

（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金
※

受
付

に
て

年
齢

確
認

で
き

る
も

の
を

ご
提

示
下

さ
い

。

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
翌

日

※
そ

の
他

、
展

示
替

え
に

よ
る

臨
時

休
館

日
あ

り

美
　

術
　

館
　

・
　

博
　

物
　

館
　

 情
　

報

【
電

車
】

・
真

岡
鐵

道
益

子
駅

か
ら

徒
歩

約
2
5
分

・
J
R

宇
都

宮
駅

か
ら

関
東

バ
ス

益
子

行
で

約
6
0
分

「
陶

芸
メ

ッ
セ

入
口

」
下

車
徒

歩
約

2
分

【
高

速
バ

ス
】

秋
葉

原
駅

か
ら

関
東

や
き

も
の

ラ
イ

ナ
ー

で
約

2
時

間
3
0
分

「
陶

芸
メ

ッ
セ

入
口

」
下

車
徒

歩
約

2
分 【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

桜
川

筑
西

Ｉ
Ｃ

か
ら

約
2
0
分

・
北

関
東

自
動

車
道

真
岡

IC
か

ら
約

2
5
分

＜
駐

車
場

＞
無

料
　

約
2
5
0
台

※
益

子
陶

器
市

期
間

中
は

有
料

T
E
L
　

0
2
8
5
-
7
2
-
7
5
5
5

F
A

X
　

0
2
8
5
-
7
2
-
7
6
0
0

H
P

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
as

h
ik

o
-

m
u
se

u
m

.jp
/
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市
町

名
場

　
所

内
　
容

会
　
期

料
　
金

交
通

ア
ク
セ
ス

問
い
合

わ
せ

光
徳

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
場

（
日

光
市

光
徳

温
泉

）

光
徳

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
や

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
専

門
の

ス
キ
ー
場

。
雄

大
な
雪

景
色

の
中

を
滑

り
な
が

ら
、
大

自
然

の
美

し
さ
や

解
放

感
を
満

喫
で
き
ま
す
。

初
心

者
の

方
に
お
す
す
め
な
1
km

コ
ー
ス
か

ら
3
km

・
5
km

・
1
0
km

コ
ー
ス
や

全
日

本
ス
キ
ー
連

盟
A
級

公
認

の
公

認
5
km

コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

1
2
月

下
旬

～
※

積
雪

次
第

お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
電

車
】

J
R
日

光
線

日
光

駅
・
東

武
日

光
線

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
光

徳
経

由
湯

元
温

泉
行

で
約

7
0
分

「
光

徳
温

泉
・
日

光
ア
ス
ト
リ
ア
ホ
テ

ル
」
下

車

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

清
滝

IC
か

ら
約

4
0
分

日
光

ア
ス
ト
リ
ア
ホ
テ
ル

T
E
L
　
0
2
8
8
-
5
5
-
0
5
8

＜
シ
ー
ズ
ン
外

＞
東

武
興

業
㈱

日
光

事
務

所
T
E
L
　
0
2
8
8
-
5
3
-
0
9
0
1

日
光

湯
元

温
泉

ス
キ
ー
場

（
日

光
市

湯
元

温
泉

）

日
光

湯
元

温
泉

ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン

な
だ
ら
か

な
林

間
コ
ー
ス
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
は

、
初

心
者

の
方

お
す
す
め
。

中
級

Ｄ
コ
ー
ス
で
は

、
男

体
山

や
湯

ノ
湖

を
バ

ッ
ク
に
日

光
の

大
自

然
が

満
喫

で
き
ま
す
。
ま
た
、
小

さ
な
お
子

様
用

の
チ
ャ
イ
ル

ド
広

場
で
は

、
各

種
イ
ベ
ン
ト
も

開
催

。
ス
キ
ー
の

後
は

、
湯

元
温

泉
の

に
ご
り
湯

・
硫

黄
温

泉
を
お
楽

し
み

い
た

だ
け
ま
す
。

1
2
月

下
旬

～
※

積
雪

次
第

お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
電

車
】

J
R
日

光
線

日
光

駅
・
東

武
日

光
線

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
奥

細
尾

行
・
中

禅
寺

温
泉

行
・
湯

元
温

泉
行

で
約

9
0
分

「
湯

元
温

泉
（
終

点
）
」
下

車
徒

歩
約

7
分

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

清
滝

IC
か

ら
約

4
0
分

日
光

湯
元

温
泉

ス
キ
ー
場

T
E
L
　
0
2
8
8
-
6
2
-
2
5
3
2

＜
シ
ー
ズ
ン
外

＞
東

武
興

業
㈱

日
光

事
務

所
T
E
L
　
0
2
8
8
-
5
3
-
0
9
0
1

施
　
設

　
オ
　
ー
　
プ
　
ン
　
等

　
情

　
報

日 光 市
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市
町

名
場

所
／

区
間

等
内

　
　

容
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

古
峰

ヶ
原

高
原

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

日
光

開
山

に
先

立
ち

、
勝

道
上

人
は

鹿
沼

の
山

で
3
年

間
の

修
業

を
し

ま
し

た
。

そ
の

修
験

の
場

「
深

山
巴

の
宿

（
ジ

ン
ゼ

ン
ト

モ
エ

ノ
シ

ュ
ク

）
」
が

あ
る

の
が

古
峰

ヶ
原

高
原

で
す

。
深

山
巴

の
宿

は
そ

の
名

の
由

来
と

な
っ

た
天

然
の

「
巴

形
の

水
路

」
が

確
認

で
き

、
当

時
へ

と
思

い
を

馳
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
周

辺
の

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

は
い

ず
れ

も
広

葉
樹

林
が

多
く
、

鹿
沼

市
で

最
も

早
い

紅
葉

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

北
側

ル
ー

ト
の

行
者

沼
や

行
者

岳
を

経
て

地
蔵

岳
・
夕

日
岳

へ
向

か
う

登
山

道
は

尾
根

筋
を

通
る

こ
と

か
ら

、
紅

葉
と

併
せ

て
秋

の
澄

ん
だ

空
気

に
よ

る
眺

望
を

楽
し

め
ま

す
。

こ
の

ル
ー

ト
が

ま
さ

に
勝

道
上

人
の

日
光

開
山

の
道

で
、

薬
師

岳
を

越
え

、
茶

ノ
木

平
へ

と
伸

び
て

い
ま

す
。

○ 約 1
2

km

　 古 峯 神 社

→ 9
0 分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 4
5 分

　 三 枚 岩
→ 1
5 分

　 方 塞 山
→ 1
5 分

　 三 枚 岩
→ 4
5 分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 9
0 分

　 古 峯 神 社

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
古

峰
原

線
」

東
武

日
光

線
新

鹿
沼

駅
か

ら
6
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

7
0
分

「
古

峰
原

神
社

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

5
0
分

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

・
鹿

沼
市

観
光

交
流

課
　

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3

○ 約 6 km

　 石 裂
→ 1
0 分

　 加 蘇 山 神 社

→ 2
0 分

　 休 憩 所
→ 5 分

　 千 本 桂
→ 2
0 分

　 中 の 宮
→ 1
5 分

　 奥 の 宮
→ 4
5 分

　 東 剣 ノ 峰

→ 1
0 分

　 西 剣 ノ 峰

→ 2
5 分

　 石 裂 山
→ 1
5 分

　 月 山
→ 6
0 分

　 休 憩 所
→ 2
0 分

　 加 蘇 山 神 社

→ 1
0 分

　 石 裂

横
根

高
原

周
廻

コ
ー

ス
（
井

戸
湿

原
周

廻
）

方
塞

山
・
横

根
山

、
井

戸
湿

原
と

い
っ

た
名

所
満

載
の

コ
ー

ス
で

す
。

鹿
沼

の
紅

葉
の

出
発

点
は

こ
の

横
根

高
原

。
日

毎
に

樹
々

の
色

合
い

が
変

わ
っ

て
私

た
ち

を
楽

し
ま

せ
て

く
れ

ま
す

。
井

戸
湿

原
で

は
吸

い
込

ま
れ

そ
う

な
青

空
に

草
紅

葉
が

映
え

ま
す

。
拠

点
と

な
る

ハ
イ

ラ
ン

ド
ロ

ッ
ジ

に
宿

泊
し

て
、

月
の

出
を

待
つ

の
も

一
興

で
す

。
※

生
態

系
維

持
の

た
め

、
ペ

ッ
ト

を
連

れ
て

の
ハ

イ
キ

ン
グ

は
で

き
ま

せ
ん

。

○ 約 4
.7 km

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

→ 2
5 分

　 象 の 鼻 展 望 台

→ 1
5 分

　 井 戸 湿 原

→ 2
0 分

　 横 根 山
→ 5
0 分

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

【
車

】
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

7
0
分

東
北

自
動

車
道

鹿
沼

IC
か

ら
8
0
分

・
前

日
光

ハ
イ

ラ
ン

ド
ロ

ッ
ジ

　
T
E
L
　

0
2
8
8
-
9
3
-
4
1
4
1

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

高
鳥

屋
山

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

鹿
沼

市
酒

野
谷

の
平

地
に

ぽ
つ

ん
と

佇
む

、
標

高
3
2
0
ｍ

の
高

鳥
屋

山
。

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

が
整

備
さ

れ
、

初
心

者
や

子
ど

も
で

も
安

心
し

て
楽

し
め

る
山

で
す

。
コ

ー
ス

が
5
つ

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

い
ず

れ
も

山
頂

尾
根

に
つ

な
が

っ
て

い
て

四
方

の
景

色
が

望
め

ま
す

。
麓

に
は

出
会

い
の

森
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

場
が

あ
り

ま
す

の
で

キ
ャ

ン
プ

・
川

遊
び

と
あ

わ
せ

て
お

楽
し

み
い

た
だ

け
ま

す
。

※
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

場
の

ご
利

用
に

は
予

約
が

必
要

で
す

。

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
南

摩
線

」
東

武
日

光
線

新
鹿

沼
駅

か
ら

1
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

2
5
分

「
出

会
い

の
森

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

2
0
分

・
出

会
い

の
森

総
合

公
園

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
3
3
2
1

・
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

　
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

　
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

鹿 沼 市

　
①

愛
宕

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

1
.4

㎞
、

5
0
～

8
0
分

　
②

ふ
れ

あ
い

コ
ー

ス
　

　
 0

.5
㎞

、
2
0
～

3
0
分

　
③

大
沢

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

0
.8

㎞
、

2
0
～

4
0
分

　
④

滝
の

沢
コ

ー
ス

　
　

　
 1

.0
㎞

、
3
0
～

5
0
分

＜
し

っ
か

り
し

た
装

備
・
服

装
で

、
安

全
に

お
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い

＞
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）
鹿

沼
市
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光
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ブ
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鹿
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日
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」
で
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く
だ

さ
い

。
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山

・
ハ
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グ
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報

行
程

・
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石
裂

山
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登

山
ル

ー
ト
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高

は
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で
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0
ｍ

と
高

く
は
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ま
せ

ん
が

、
鎖

や
は

し
ご

な
ど

が
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置
さ

れ
た

変
化

に
富

ん
だ
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で
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。

本
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な
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山
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ス
と
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識

し
て

、
き

ち
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と
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装

備
で

入
山

し
て

く
だ
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い

。
　

登
山
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社
社

務
所
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ｍ
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に
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下
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。
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行

者
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し
の
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峰
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日
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バ

ス
】
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）
東
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日
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鹿
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日
光

線
鹿
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ら
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分
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石

裂
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】
東
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車
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沼
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分
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社
）
鹿
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光
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ま
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駅
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鹿
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内
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鹿

沼
市
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課
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3
0
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市
町
名

場
　
所

催
　
　
し

会
　
期

料
　
金

休
館
日

交
通
ア
ク
セ
ス

備
考

問
い
合
わ
せ

十
三

夜
観

望
会

8
日
十
三
夜
／
1
0
日
満
月

1
0
月
7
日
(金

)～
1
0
日
(月

・
祝
)

1
9
:0
0
～
2
1
:0
0

秋
の

ま
し
こ
天

文
台

特
別

観
望

会
昼
の
部
：
太
陽
の
観
測

夜
の
部
：
土
星
、
木
星
の
観
測
他

1
0
月
2
8
日
（
金
）
～
1
1
月
6
日
（
日
）

昼
の
部
　
1
0
:0
0
～
1
2
:0
0

夜
の
部
　
1
9
:0
0
～
2
1
:0
0

天
　
体
　
観
　
測
　
情
　
報

フ
ォ
レ
ス
ト
益
子
／
益
子
町

天
体
観
測
施
設
ス
ペ
ー
ス

2
5
0

大
人
4
0
0
円

小
学
生
・
中
学
生
2
0
0
円

※
参
加
日
の
7
日
前
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

水
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）
、
年
末

年
始

【
電
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】

真
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分
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】
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岡
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紅葉情報〔日光市〕 
～錦秋を迎える日光田母沢御用邸の庭園をぜひご鑑賞ください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大正天皇の旧御用邸(国指定重要文化財)である日光田母沢御用邸記念公園の庭園は、例年 

ですと、１０月下旬頃から１１月上中旬頃にかけて紅葉が楽しめ、特に当時の歪んだガラス  

越しに見る景色は、まるでモザイク画を見ているような錯覚を覚える美しさがあります。 

紅葉の時期に併せて眺望の良い｢御食堂｣と｢御日拝所｣を１０月１５日から１１月１４日 

まで特別公開いたします。１００余年に及ぶ御用邸の歴史と文化とともに、四季折々に  

美しい表情を見せる庭園も是非ご堪能ください。 
○開園時間   ４月～１０月 午前９時から午後５時（受付は午後 4時まで） 

        １１月～３月 午前９時から午後４時３０分（受付は午後 3時 45 分まで） 

○休 園 日   毎週火曜日（その日が祝日の場合は翌日）10/15～11/14 の期間は無休 

○入 園 料   高校生以上６００円、小中学生３００円、幼児以下無料 
○場  所   日光田母沢御用邸記念公園内 栃木県日光市本町８－２７ 
○交通ガイド    車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 
バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から「日光田母沢御用邸記念公園」下車 

○駐 車 場   普通車３００円（２時間）普通車１１３台駐車可 
○問い合わせ   日光田母沢御用邸記念公園管理事務所 TEL０２８８－５３－６７６７ 

ＵＲＬ https://www.park-tochigi.com/tamozawa/ 
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日光自然博物館 10・11 月の観察会・企画展 

 

●秋の星空を楽しむ！奥日光星ふる夕べ～11 月編～ 

内 容    中禅寺湖畔ボートハウスで奥日光の秋の星空を楽しむ星空観察イベントです。 

       屋内でのレクチャー後、屋外にて、極大間近のしし座流星群をはじめ、秋の星座

などについての解説を聞きながらのんびり流れ星を探します。 

日 時    令和４年１１月１７日（木）１９:００～２０:３０  

参加費    お一人３，０００円 

開催場所   中禅寺湖畔ボートハウス 

対 象    小学生以上 

定 員    各回１５名程度 

 

 

●オオワシ・オジロワシをさがそう！～千手ヶ浜編～ 

内 容    赤沼発の低公害バスルートの終点、千手ヶ浜にて、毎年秋ごろから飛来するオ

オワシ・オジロワシを観察する野鳥定点観察イベントです。オオワシ・オジロワ

シを探しながら、様々な野鳥の観察も楽しみます。 

日 時    令和４年１１月２６日（日）８:４５～１１:４０  

参加費    お一人１，０００円（低公害バス運賃別途） 

開催場所   千手ヶ浜（赤沼車庫～千手ヶ浜までは低公害バスを利用。） 

対 象    どなたでも 

定 員    各回１５名程度 
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日光自然博物館 企画展情報 

 

●「これに出会いたい！奥日光のとっておき 秋冬編」 

奥日光で活動するインタープリターならではの視点で、「奥日光のとっておき」をご紹介します。

美しい景観だけではなく、その瞬間にだけ見られるものや、植物、動物など、秋・冬のいろんな

魅力がギュッと詰まっています。 

期 日：令和４年９月１０日（土）～ 

時 間：９:００～１７:００（４月 1 日～１１月１０日） 

    １０:００～１６:００（１１月１１日～３月３１日、月曜日休館） 

    ※閉館時間の３０分前までにご入館ください。 

場 所：日光自然博物館企画展スペース（有料スペース内） 

入館料：大人５１０円、小人２６０円 

 

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の関係で内容を変更する可能性があります。また、すべて

の観察会においてお子様のみのご参加はご遠慮いただいています。ご了承ください。 

 

詳細・お申し込みは、日光自然博物館ホームページ https://www.nikko-nsm.co.jp または、 

（TEL）0288-55-0880（FAX）0288-55-0850 までお問い合わせください。 

【栃木県立日光自然博物館  〒321-1661 栃木県日光市中宮祠 2480-1】 
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那須野が原博物館  

栃木県立博物館地域移動博物館 きのこのロンド 

 

 

 

                 

 

 

 

 

      サンコタケ          タマゴタケ         ベニテングタケ 

 シイタケやシメジなど、おいしい「きのこ」は私たちの生活に欠かせない存在です。 

しかし、私たちはきのこについてどれほど知識をもっているのでしょうか？ 

 今回の展示では、身近なのによく知らない、植物でも動物でもない不思議な生物「きのこ」 

について、県内のきのこを中心にその生態に迫ります。 

 

会 期：令和 4 年 10 月 15 日（土）～令和４年 12 月 11 日（日） 

開館時間：午前９時～午後５時（展示室への入場は午後４時３０分迄） 

休 館 日：10 月 17（月）、２4 日（月）、31 日（月）、１１月 7 日（月）、14 日（月）、 

     21 日（月）、28 日（月）、12 月 5 日（月） 

観 覧 料：一般３００円（２５０円）、高校生・大学生２００円（１５０円）、小・中学生１００円 

     （５０円） カッコ内は団体料金（２０名以上） 

※毎月第３日曜日（10 月１6 日、11 月２0 日）は「家庭の日」のため無料 

※令和 4 年１１月３日は「博物館フェア」のため無料 

身近なきのこ観察会 

日  時：令和 4 年１０月２２日（土）9：00～12：00 

講  師：山本 航平氏 （栃木県立博物館研究員） 

会  場：箱の森プレイパーク 

定  員： ２０人（抽選） 

費  用：無料 

申  込：フォームにてお申し込みください。 受付：令和４年１０月１日（土）～１０月１５日（土） 

 

ア ク セ ス：国道４号三島交差点から塩原方面へ約 1 ㎞   

      東北自動車道西那須野塩原 IC から西那須野駅方面へ約３㎞        

      JR 宇都宮線西那須野駅または那須塩原駅から JR バス塩原温泉バスターミナル行「三島農場」 

下車徒歩３分  

      JR 宇都宮線西那須野駅からゆ-バス西那須野内循環線「那須野が原博物館」下車徒歩０分 

問い合わせ：那須野が原博物館 0287-36-0949 

ホームページ http://www2.city.nasushiobara.lg.jp/hakubutsukan/ 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大により入場の制限や内容の変更・中止となる場合があります。あらかじめご了承下さい。 
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第２企画展 

◎秋のガーデニング展 ～お家でお手軽ガーデニング～ 
 

 

 
 

 
※写真はイメージです 

 

◎とちぎ花センター「３０周年展」      ◎おかげさまで開園３０周年記念 

・スタッフになりきれる顔はめパネル              秋のフラワーフェスティバル １０／１～３０ 

・花センター３０周年の歴史 

・プレイバック１９９２～当時の流行を見てみよう～ 

・３０周年限定ガチャ 

開催期間：９月中旬 ～ １１月２０日まで 

1 

  

 
 
 

 

コーヒーの実  アリストロキアサルバドレンシス 

 

        とちはなちゃんドーム 1１月の見頃の花         

  

 

 

 

 

 

          

         

☆1１月の体験教室☆ 10：30～、13：30～ 各 10 名 

１１/１９日(土) シクラメンの寄せ植え    2，000 円 

１１/2７日(日)  クリスマスハーバリウム  1，500

円                                             

時 間：９：００～１７：００（３～１０月） 

    ９：００～１６：３０（１１～２月） 

会 場：とちはなちゃんドーム 

入 館 料：大人 410 円 小人 200 円 

・県産花き特別展示 

・企画展スタンプラリー ･･･ 企画展５種類以上有料入館し、スタンプ

を集めてミニ洋ランをゲット 

・10/15.16 大花壇の千日紅刈取り放題･･･ 参加費 200 円／名 

               （ご自宅でドライフラワーにどうぞ） 

・とちはなちゃんのお花屋さん ･･･＊秋バラ 秋の花苗販売まつり   

                ＊ゲリラタイムセール 

・はなカフェ･･･ バラのソフトクリーム販売 400 円／個 

・10/２･･･ ラウレアフラクラブによる歌謡フラダンス 等 

ガーデニング初心者、経験者どちらも必見！ 

お家で手軽に秋のガーデニングを楽しむ方法を提案します。 

植物や花壇のレイアウトのコツなど庭や窓辺で簡単に楽しめるガー

デニングのアイデアや便利な園芸グッズ、スタッフおすすめのグッズ

も紹介します。   

開催期間：１０月５日（水）～１０月２３日（日） 

場所：とちぎ花センター  栃木県栃木市岩舟町下津原 1612 

休園日：月曜日（休日の場合は翌日)、その他特定日  

開園時間：３～10 月／9：00～17：00  11～2 月／9：00～16：30 

とちはなちゃんﾄﾞｰﾑ入館料：大人 410 円 小人 200 円 

15 名様から団体料金 大人 330 円 小人 160 円 

☆園内への入園は無料です！ドームへの入館のみ有料です。 

アクセス：お車でお超しの場合 

東北自動車道 佐野・藤岡 IC から 5 分 ／ 北関東自動車道 佐野田沼 IC から 25 分 

電車でお越しの場合 

ＪＲ栃木駅からふれあいバス岩舟線で約 30 分 

駐車場：無料  お問い合わせ：電話 0282-55-5775  http://florence.jp 
ペット同伴 OK です。とちはなちゃんドームにも入れます！ 
（※園内では必ずリードを着用し、マナーを守ってください。） 

とちはなちゃん
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＝＝＝わんぱく公園で様々な自然体験を〔壬生町〕＝＝＝ 
 

    

ヤギと友だちになろう！      雨天でも安心♪屋内施設『こどもの城』 

 

とちぎわんぱく公園は、日常では経験できない体験メニューなど、お子さんから

大人の方まで楽しめるイベントが盛りだくさんです。 また、（公財）栃木県民公園

福祉協会設立 50 周年記念 とちぎグリーンフェスタ 2022 や、ヤギと友だちに

なろう！など『自然』と『季節』を体で感じる様々なイベントを開催します。    

ぜひ、とちぎわんぱく公園にお越しください。 

 

１０･１１月のとちぎわんぱく公園のイベント  

◆当日申し込み ★事前申込（１か月前の午前９時から受付） 

※イベントは予告なく変更・中止になる場合があります。予めご了承ください 

 

◆紙ヒコーキをつくって飛ばそう！ 

 講師による特製キットを組み立てて、風の原っぱで飛ばしてみよう。 

 飛行タイムの記録カードをプレゼント！ 

  日 時：10 月１日（土）１３：００～１５：００（入室制限あり） 

  場 所：受付・工作 ぱなぱな工房／活動 風の原っぱ 

  定 員：２５名  参加費：３００円 

 

◆ヤギと友だちになろう！ 
２０２１年７月生まれの双子のヤギ、はな（姉）&そら（弟）に 

エサをあげてみよう！ 

  日 時：10 月10 日（月･祝）１０：００～１１：００（１組５分程度） 

場 所：なかよし農園ヤギ舎   

定 員：１０組  参加費：１００円（１組） 
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★大人の陶芸教室『電動ロクロ・釉掛け』～連続講座～ 
 １回目に電動ロクロ（赤土）で形を作り、２回目に好きな顔料や 

釉薬を使って色や模様をつけます。作品は後日引き取りとなります。 

  日にち：１１月9 日（水）、１１月30 日（水） 

時 間：９：３０～１１：３０、１３：００～１５：００   

場 所：ぱなぱな工房  対 象：両日参加できる大人   

定 員：各回６名  参加費：各日１，０００円 

持ち物：汚れても良い服装、タオル  その他：爪は短くしてご参加ください。 

 

★壁かけブーケ‘ハーブのスワッグ’づくり 

コニファーやゲッケイジュ、ティーツリー、ユーカリ、 

ローズマリー等を束ねブーケに仕立てます。 

日 時：１１月１３日（日）１０：３０～１1：3０ 

場 所：ぱなぱな工房  定 員：１２名  参加費：１,０００円 

 

 

 

 

○入 園 料  無料 

○交通ガイド  電車：東武宇都宮線おもちゃのまち駅下車 

 約２．５Ｋｍ（車で５分） 

           車 ：北関東自動車道壬生Ｉ.C から 

約２Ｋｍ（約３分） 

            ：北関東自動車道壬生ハイウェーパークから 

徒歩３分 

○駐 車 場  約１，０００台（無料） 

○問い合わせ  とちぎわんぱく公園管理事務所 

（栃木県下都賀郡壬生町大字国谷２２７３） 

          TEL 0282－86－5855  FAX 0282－86－5860 

          URL https://www.park-tochigi.com/wanpaku/ わんぱく公園  検索 

（公財）栃木県民公園福祉協会設立５０周年記念 
とちぎグリーンフェスタ２０２２ 

開催期間：10 月1 日（土）～10 月31 日（月） 

 

園内は季節の花で彩られ、SNS 映えするスポットもいっぱい 

です！また、「ピッピとあそぼう！」（10 月9 日）や 

「木の実の宝箱をつくろう」（10 月15 日※事前申込）、 

「春まで楽しめるハンギングバスケット」（10 月22 日※事前申込）など、 

期間中、様々な参加型・体験型の楽しいイベントを実施予定です。ぜひ公園にお越しください。 

詳しいイベント内容等については、とちぎわんぱく公園ホームページをご覧ください。 
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写真コンクール
第36回栃木県営都市公園 作 品 募 集

花と緑と遊びがいっぱいの栃木県営都市公園！そこで出会った素晴らしいシーンを写真に撮ろう！あなたのベストショットをお待ちしています！

テ ー マ 栃木県営都市公園の魅力あふれた情景を切り取った作品

表　　彰 最優秀賞１点（賞金２万円）、優秀賞３点（賞金 5,000 円）、入選５点（賞品あり）、佳作 10 点（賞品あり）

主　　催 栃木県・公益財団法人 栃木県民公園福祉協会 協　　賛 サトーカメラ株式会社

対象公園 栃木県営都市公園 栃木県総合運動公園、井頭公園、鬼怒グリーンパーク、栃木県中央公園、
那須野が原公園、みかも山公園、日光だいや川公園、日光田母沢御用邸記念公園、
とちぎわんぱく公園、とちのきファミリーランド

（必着締め切り）

令和４（2022）年 10 月１日 ～ 令和５（2023）年１月６日募集期間
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✁✁

・プロ・アマ問わず、どなたでも応募できます。

・プリント作品または、デジタル作品での応募となります。
・プリント作品の場合、四つ切り、および四つ切りワイドに限ります。
　※入選した際はフィルムやデジタルデータをご提出していただきます。
・デジタル作品の場合、JPEG形式画像、データ容量15MBまで。（600万画素以上を推奨）
・過度に修正、加工した作品や合成した作品、組み写真、モノクロ写真は不可。
・撮影地が対象公園であることを判別できる作品。（人や花のみは不可）
・2021年12月以降に応募者本人が撮影した作品で、同一または類似作品を他のコンテスト等へ応募していないこと。

・応募点数は、お一人様３点までとします。
・応募作品は記録メディアも含め全て返却しません。
・応募作品の使用権は主催者に帰属し、主催者等の広報活動（展示、ウェブサイト、印刷物等）に使用します。その

際、作者氏名やタイトル等を公表する場合があります。
・広報活動において使用する際、トリミング、文字の記載、軽微な画質調整等の加工を行う場合があります。
・公園の通常利用で立ち入りできない場所や時間等において撮影された作品は応募できません。
・被写体に人物が含まれている場合、肖像権は応募者の責任において承諾を得ているものとし、主催者はその責任を

負いません。必ず被写体本人の承諾を得た上でご応募ください。
・審査は主催者にて行います。なお、賞の選考基準や内容などに関するお問い合わせには応じられません。
・対象公園関係者の応募は妨げませんが、受賞した場合は賞金および賞品授与の対象外とします。

応 募 方 法

募 集 内 容

・審査結果は２月下旬頃に栃木県民公園福祉協会ウェブサイト等で発表する他、入賞者には直接お知らせします。
・入賞作品は、栃木県民公園福祉協会ウェブサイトで公開する他、当協会の管理する井頭公園・那須野が原公園・みかも山公園・
　とちぎわんぱく公園・日光田母沢御用邸記念公園等で展示会を実施する予定です。

審 査 結 果 ・ 展 示 発 表 等

応 募 資 格
作 品 規 格

応 募 規 約

第36回栃木県営都市公園写真コンクール応募票

作品タイトル

撮 影 公 園

撮 影 年 月 日 年 月 日

氏 名

フリガナ

撮 影 区 分 フィルム撮影　　・　　デジタルカメラ撮影　　・　　スマートフォン　　　（該当を○で囲む）

作品番号（事務局記入）

※応募票に記載する個人情報は、当該コンクールの範囲内のみに使用し、適切に管理いたします。

□  被写体本人が承諾済み　 ※作品に人物が写っていて、第三者が見て個人特定ができる場合

住 所

ＴＥＬ

肖像権の確認（右欄の□に✓チェック）

〒

応募票に必要事項を記入し作品裏面に貼付し、下記の栃木県内サトーカメラ㈱の対象店舗窓口へ直接お持ちください。

【対象店舗】スーパーカメラセンター宇都宮本店、宇都宮築瀬店、宇都宮細谷店、宇都宮雀宮店、鹿沼晃望台店、真岡並木店、
栃木バイパス店、大田原浅香店、イオン今市店

【サトーカメラでは、プリント作成やＣＤ-Ｒ等への書き込みも受け付けております（有料）。最寄りの各店舗までお問い合わせください。】

プリント作品で
応募の場合

下記のいずれかの方法でご応募ください。
※応募票は１作品につき１枚ご記入ください。
※複数の作品を１つの記録メディアにして応募される際は、データの作品タイトルを応募票の作品タイトルと同じ名

前で入力してください。
①（公財）栃木県民公園福祉協会ウェブサイト（https://www.park-tochigi.com/）の応募フォームから、必要事

項を記入の上、作品のファイルを添付送信してください。複数の作品を応募する際は、作品ごとに分けて送信し
てください。

②ＣＤ-Ｒ等記録メディアと応募票を、下記の住所へ郵送してください。
　〒321-0152 栃木県宇都宮市西川田 4-1-1  栃木県総合運動公園第２陸上競技場内
　（公財）栃木県民公園福祉協会  事務局  都市公園写真コンクール係
　TEL 028-659-5868
③ＣＤ-Ｒ等記録メディアと応募票を、下記の栃木県内サトーカメラ㈱の対象店舗窓口へ直接お持ちください。

デジタル作品で
応募の場合
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